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茅出しの朝、上ノ原から上毛の山々を望む 

【９月(続き)】 

●22、23 日 会員限定で「赤谷プロジェクト」を訪

問。１２名参加。ふれあい推進センター森内所長

の案内で、普段は入れない林道の奥まで視察。宿

泊施設として再利用されている旧猿ヶ京小学校や

たくみの里なども見学。 

 

【１０月】 

●5 日 上ノ原の生態系観察のため北山会頭立ち合

いのもと日本自然保護協会によりフィールド内に

温湿度ロガーを設置する。併せて、田んぼの周辺

で簡単な植生調査を実施。 

※10 月の茅刈時には、地温計を設置。 

●20、21 日 定例活動「茅刈り」。２４名(うち地元

日帰り４名)参加。８８ボッチ刈り取り、直売所で

はボッチ券８３枚（16600 円相当）が利用される。 

●20 日 茅刈時の車座講座にて、藤岡和子会員がネ

パールエコツアーの報告。続いて、日本自然保護

協会の朱宮氏が、上ノ原に設置したセンサーの映

像を紹介。クマ、イノシシ、キツネ、シカなどが

撮影されていた。 

●20 日 みなかみ町エコパーク推進課高田課長よ

り、文部科学省の「ふるさと文化財の村」の候補

として上ノ原を申請するとの報告あり。 

●21～23 日 「茅刈り合宿」５名が古民家に泊まり 

 込んで茅刈りを継続。８４ボッチの成果。 

 

茅刈りにあわせて種苗業者が来訪し、ススキのタ

ネを崖などの法面補強・緑化に使えないか検討。 

●24 日 麗澤フィールドワーク(ＦＷ)実施。４クラ

ス(グループ)８班ごとに体験活動。主なメニュー

は ➀茅刈②森林草原観察③草原であそぼう④雲

越家住宅見学。インストラクター１７名で対応。 

 

【１１月】 

●17～18 日 定例活動「茅出し」。９名参加 ６８

６ボッチ搬出する(内訳 ボランティア８８ 茅

刈合宿８４ 地元茅刈衆５１４)。 

ほかに「たかね」仁三郎さん指導のもと、椎茸な

どのコマ打ち実施。 

●今年の茅刈り数が確定し、町田工業から 76,800

円入金。内訳は、合宿刈り分 50,400 円（参加者に

還元）、ボランティア分 26,400 円（塾の地域通貨

勘定に入り、来年の地域通貨の原資になる。） 
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写真は 9 月の赤谷

プロジェクト視察

で訪れた赤谷川。

上流では鉄分が融

け赤くなっている

のが名前の由来。 
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今年度の新たな取り組みとして、会員がいつものフィ

ールドの外で自然環境保全活動を体験する場を作るこ

とを企画しました。第 1 回目の玉原は宿泊の都合で実

現しませんでしたが、今回は、同じみなかみ町で、大規

模に生物多様性の復元に取り組んでいる全国的に知

名度の高い赤谷プロジェクトを訪ねました。 

「赤谷プロジェクト」とは、群馬県みなかみ町北部、新

潟県との県境に広がる、約 1 万ヘクタール（10km 四方）

の国有林「赤谷の森」を、地域住民で組織する「赤谷プ

ロジェクト地域協議会」、（財）日本自然保護協会、林野

庁関東森林管理局の 3 つのセクターが中核団体となっ

て、協働して生物多様性の復元と持続的な地域づくりを

進める取り組みのことです。プロジェクトの正式な名称は

「三国山地赤谷生物多様性復元計画」。その名の通り、

生物多様性復元のための意欲的で大規模なプロジェク

トです。 

 ここでは、最近、人工林を伐採してイヌワシの餌場

確保する意欲的なプロジェクトを行っていることで話題と

なっています。上ノ原で茅場の保全を通じた生物多様

性保全に取り組む当塾とは規模も学術的要素も桁違い

のプロジェクトですが、同じみなかみ町で取り組む大先

輩プロジェクトを訪問して、生物多様性保全活動の神髄

を学び、確かめようとの企画で、みなかみ町役場の小林

さんのご尽力により実現しました。 

今回の研修視察には 12 名が参加。9 月 22 日は幸い

に天候にも恵まれ、みなかみ町旧新治村の猿ヶ京温泉

の少し上流にあるプロジェクトのフィールドステーション

「いきもの村」に着いたときは汗ばむほどでした。このス

テーションは旧苗畑の休憩小屋を再利用したもので、

私にとっては懐かしい現場のにおいのする施設です。

思わず 50 年前にタイムスリップしてしまいました。 

ここで、休日にもか

かわらず出勤いただ

いた赤谷森林ふれあ

い推進センターの森

内所長に赤谷プロジ

ェクトの発足の経緯、

体制、事業内容につ

いて説明いただきま

した。各種の課題と

目的、これまでの成

果が的確にまとめら

れ素人にもわかりや

すいものでした。 

中でも「イヌワシ狩

場創出試験」はこれ

までにない意欲的な

取り組みです。人工

林の皆伐によりイヌワシが狩りをする場所を確保すると

いうもので、子育ても 10年ぶりに 2年連続で成功してい

るとのこと。伐採から 3 年ですが、植生の回復状況もモ

ニタリングされており、森林の自然再生という観点からも

興味深いものでした。閉鎖的になったスギ人工林を皆

伐して自然植生を増やし、野ウサギなどの小動物の餌

場や生息環境を改善し、それがイヌワシの餌場、生息

環境の改善につながる食物連鎖の再創出です。これは

植生、鳥類などの各分野の専門家との協働による科学

的知見に基づく取り組みです。 これが継続され、各地

に応用されれば、食物連鎖の頂点にあるイヌワシも含め

た生物多様性の保全に貢献することでしょう。 

考えてみると、林業が盛んな頃はこのような皆伐地が

適当にあって餌場も確保されていたのでしょう。この試

験は、林業再生の取り組みでもあるとも感じました（もち

ろん計画的で適正な施業が前提ですが）。 

そのあと、森内所

長の案内で、「囲い

罠」を見せてもらいま

した。鉱塩で慣れさ

せたシカを柵の中に

誘い込むという手法

でシカを集団でとらえ

頭数調整を行うもの

です。増えつつある

シカから森林や下層

植生を守るのが目的ですが、生物多様性保全とは生物

をただ守ればいいというものでなく、時にはこのような駆

除も必要なのです。 

この後、一行は川古温泉を通過して三国山地の赤谷

川の奥へと分け入りました。そこではイヌワシ狩場創出

試験の伐採跡地を見せてもらい、植生の回復状態を実

際に確認できまし

た。 

二次林や人工

林だけでなく豊か

な自然林もある、

少し恐怖も覚える

ような深い森林に

入ることは、ほとん

どの参加者にとっ

て初めての経験

です。 

そこで行われて

いる数々の取り組

みを知り、赤谷の

森の豊かさを実感

し、このプロジェク

トが関係者の努力

で期待どおりの成

果が上がるであろ

うと確信しました。 
 

■２０１８定例活動⑥  

「赤谷プロジェクト訪問―深い森の中での 

壮大な実験―」   報告 草野 洋 

シカを誘い込む囲い罠 

狩場創出試験地の植生回復状況 森内所長の説明を真剣に聴く 

奥深い赤谷の山々 
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この日の宿は猿ヶ京温泉の農家民宿「はしば」。とて

も良い雰囲気でかけ流し温泉を満喫しました。  

2 日目は、与謝野晶子紀行文学館など猿ヶ京の見ど

ころを見学。与謝野晶子はこの地を何度も旅しています

が、気品のある館長さんから敬愛と情熱を感じる解説を

伺い、文学の世界に浸りました。その後、木造の旧猿ヶ

京小学校（現在は宿泊施設として利用）や「たくみの里」

を視察して今回の行程を終えました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月も中旬に入ったが藤原・上ノ原にはまだ初霜が

ない。やはり季節がおくれているようで紅葉もまだこれか

らである。だが秋の日は移ろいが早く、一日一日と変わ

っていく。今回は藤原に 20 日から 24 日まで逗留したが、

22 日に初霜があ

り、紅葉は日ごと

に赤や黄色が増

して、24 日には

見頃を迎えた。こ

うして日々移り変

わ る紅 葉が見 ら

れたのも滞在した

おかげである。 

今年の茅刈は、20 日、21 日に参加者 24 人、地元指

導者などを含めると 30 人が上ノ原で鎌を振るった。うれ

しいことに、みなかみ役場広報の効果もあって地元から

４人が日帰り参加、そして２日目には藤原森の幼稚園

「でこでこでん」の園児たちも上ノ原茅場に遊びに来てく

れて、ススキ草原は子供たちの歓声や泣き声で賑わっ

た(写真・左下)。 

今 年 の 茅 刈

は茅束の生産量の確保のためひと工夫している。 

 これまで村の古老達のご尽力で相当数の茅束をボッ

チにして、茅場から持ち出し、生物多様性が保たれてき

たが、昨年から搬出量が少なくなっており、それを何と

かカバーするべく、昨年に続いて刈ったボッチ数に応じ

て「飲水思源地域通貨」を発行した。 

 また、村の古老に変わりボランティアのチカラを発揮す

べく、定例活動終了後も一部の会員が居残り、古民家

に合宿して茅を刈った（その様子は４・5 頁に掲載）。 

 参加者は曇り空の中、始まりの式、鎌研ぎに続いて、

雲越萬枝さんの指導で、抱え刈り、束の大きさ、束の結

束の仕方、ボッチの立て方、ボッチの結束などを学ぶ。

「茅刈り講習」が終わりそれぞれで刈り始めると、茅場に

は鳥の声、風がススキを揺らす音、ススキを抱える音、

鎌の音ばかり。結束が難しくため息は聞こえるが、話し

声はほとんどない。一心不乱でみんな取り組んでいる。 

 

左上 赤谷の

森で見つけた

マタタビの実 

右上 旧猿ヶ

京小学校の庭

で見つけたヤ

マボウシ 

左 小学校の

庭で野点 

■２０１８定例活動⑦ 
「茅刈りと茅ボッチづくり」 

 報告 草野 洋 

飲 水 思 源 地

域通貨ボッチ

券。200ボッチ

は 200 円相

当。下は裏側

の説明書き。

地 元 の 直 売

所で藤原の農

産物などを購

入できる。 

左上・左下 

雲越萬枝さ

んの指導を

真剣に聞く 

 

右下 後は

一心不乱に

茅を刈る 



 4 

 途中、笛を鳴らさな

いと休憩も忘れてし

まうほど。ボッチが姿

よく立つと気持ちが

良い。そして茅場に

はボッチが次々と立

って行く。 

この日の宿は、食

事がおいしいと評判

の「とんち」。夕食後

は、会員の藤岡和子

さんによる「ネパール 

ムスタン トレッキング

紀行記」のスライドシ

ョーである。秘境の風

景や過酷な自然の中

で明るく暮らすムスタンの人々の姿が、彼女のユニーク

な目線でとらえられていた。 

2 日目は天気も回復し、紅葉も少し進んだ中で茅刈り

を続行。皆さんに作ったボッチ数を自己申告してもらい、

ボッチ券を渡して集計したところ７８ボッチとなった。それ

にスタッフ等のボッチ数を入れると９０ボッチにはなって

いるはず。茅出しの際には正確な数字がわかる。 

汗の対価として得たボッチ券をもって立ち寄った藤原

直売所は今年も大賑わいを呈したのはもちろんである。

「汗が農産物に

変わり、おいし

い土産となる」

(写真・右) 

この日、みな

か み 町 エ コ パ

ー ク 推 進 課 の

高 田 課 長 か ら

上 ノ 原 茅 場 が

文化庁が指定する「ふるさと文化財の森」の候補地にな

っているとの話があった。文化財建造物の保存のため

に必要な原材料を安定的に供給するための森などを設

定するもので、指定されれば上ノ原の知名度も上がり、

塾の活動も評価されることになりうれしい限りである。 

前掲の茅刈の活動報告にも書いたように、今年の茅

刈り実績を上げる対策として茅刈合宿を行った。会員の

稲さん、松澤さん、尾島さん、藤岡和子さん、それに私

の5人は、定例活動の茅刈りが終わり参加者が上ノ原を

後にした 21 日（日）の午後から 23 日（火）の午前中まで、

古民家に泊まりながら茅刈り・ボッチづくりを続けた（21

日は藤岡貴司さんが夕方まで付き合ってくださった）。 

 まずは、参加者を送った帰路、食料などを調達。食料

品のほかトイレットペーパーなどの生活用品は旧水上

町湯原のスーパーで求め、お米と野菜は地元の農産物

直売所でボッチ券で調達した。 

初日は、茅刈りを 4 時過ぎに終了して古民家へ行くと、

先住者がいた。たくさんのカメムシである、部屋の掃除と

並行して、カメムシを刺激しないように布団の中などから

慎重に取り除く。しかし、すべてを取り除くことはできな

いので同居することにする。この日から見つけると「カメ

ちゃ～ん」と呼び掛けて、その場所からご遠慮いただく

ことが数えきれないくらい続いた。でもこのカメちゃん、

行儀は良いようで人のそばには寄ってこない、寝ている

布団や寝袋の中で見たことはない。 

 藤岡和子コック長、尾島副長の陣頭指揮で食事の支

度。藤岡さんは手持ちの材料でユニークなメニューを手

早く作る名人である。男性陣への指示も的確。男性陣

は、炭火、ストーブの火おこし、盛り付けや後片付けを

受け持つなどチームワークは抜群。 

 この古民家はお風呂が使えないのが難点であるが、

一日目は「たかね」の温泉風呂、二日目は湯の小屋温

泉の旧葉留日野山荘の温泉を利用させてもらった。 

 入浴後は、お楽しみの晩酌、疲れた体に缶ビールが

沁みわたり、いろりを囲んで焼き物などを肴に話も弾み

日本酒も進む。 

 この日は十三

夜、月明かりが

差し込む中で、

やがて就寝の時

間。 

合 宿 は 寝 袋

持参であり、備

え付けの敷布団

の上で寝袋に潜

り込んだ。私は、最初、寝袋だけだったが持参の寝袋は

50 年前の年代物なので夜中に寒くなり、たまらずに上

から掛け布団をかけた。 

 それもそのはず、あくる朝、初霜が降りていた。朝飯を

済ませ、昼食は古民家でとることにして握り飯を用意す

る。握り飯がネズミに取られないようにして上ノ原へ。 

■茅刈り古民家合宿 
「５人で６４ボッチの成果－カメムシと同居も囲

炉裏料理に舌鼓－」     報告 草野 洋 

煙の中でも楽しい晩餐 
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 二日目は、一日中茅刈に集中できるので「稼ぎ時」で

ある。ちなみに、合宿の費用は、個人負担がないように

刈った茅の代金で支払う算段であり、できるだけ多くの

茅ボッチをつくれば臨時ボーナスもあるはずである。 

初霜が降りたこの日は、まさに茅刈り日和である。昼

頃には上ノ原のススキのタネを、山腹緑化の資材として

利用できないか、友人の緑化技術者と種苗業者が訪れ

ることになっている。 

一日中刈っているとさすがに疲れる。体全体が痛くな

り、何かするたびに「どっこいしょ」が出る。 

友人の緑化技術者は頼んでおいたサンマとともに予

定通り到着。私は茅刈りを一時中断して、上ノ原と周辺

を案内した。そのあと、自分たちも刈ってみたいとの要

望をうけて、二人に茅

刈を指導。 

 この日の食事のメイ

ンはサンマの塩焼き。

それも囲炉裏での炭焼

きである。(写真・左)こ

のほか藤岡料理長の

鮮やか手さばきでおい

しい料理が並び、飛び

入りの緑化技術者を入

れての晩餐。炭火焼の

サンマの味は最高で

お酒も進む。酒の効果で体の痛みも一時忘れて、この

日も佳い月に見守られての就寝となった。 

 三日目は、麗澤中フィールドワークの下見・準備作業

に 7 人ほどのインストラクターが上ノ原に集まる。そのた

め茅刈りは午前中のみで、宿も吉野屋となり、古民家合

宿は今日で終わり。もっと続けたいかと問われれば、こ

のくらいがちょうどよいと答えるだろう。 

作ったボッチは全部で 84 であった。一緒に頑張って

くれた皆さん。お疲れ様、そしてカメちゃんお邪魔しまし

た。 

 

 

 

 

 

朝の光に輝く上ノ原 

 

 

 

 

 

 

 

いい汗かいて、 

ボッチ群 

10 月 24 日（水）から千葉県柏市の学校法人麗澤中

学・高等学校の中学 1 年生 148 人が、「奥利根水源の

森フィールドワーク」の学校行事で上ノ原を訪れました。 

生徒たちは 23 日に藤原入りし、藤原ダムサイトで地

元の古老からダムの役割などを聞き、上ノ原に近いホテ

ルに宿泊する二泊三日のフィールﾄﾞワークです。 

 前日は夜中に大雨が降り、当日も天気が危ぶまれまし

たが見事に回復し、紅葉も急速に進んで、ちょうど見頃

を迎えました。 

 この日に備え、前

日入りした、日光、

新潟、東京、神奈

川、千葉から集ま

ったインストラクタ

ーたちは、本番の

下見と茅穂などの

材料集めを行って

受け入れに万全を

期しています。 

今年のプログラ

ムは、クラスが 5 組

から 4組になったこ

とや昨年の反省点

を踏まえ修正して

臨みました。主な

修正点は、プログ

ラム全体に時間的

余裕を持たせるため、開始時間を若干早め、「森林・草

原散策」「草原と遊ぼう」の時間配分を増やしました。 

移動時間を少なくして、見学目的を以前の「暮らしと

知恵、茅の使われ方」に絞ったため諏訪神社の見学は

取りやめ、さらに昨年まで実施していた「茅編み」は事前

の準備の負担軽減のため見送り、代わりに茅クラフト「茅

ほうき」づくりを「草原で遊ぼう」に組み込みました。 

メニューは、「森林・草原散策」、「茅刈体験」「草原で

遊ぼう」「雲越家見学」の４つ。このうち昨年から採用した

「草原で遊ぼう」の内容は、「見えない森（目隠しトレイ

■「奥利根水源の森フィールドワーク」      
－麗澤中１年生が上ノ原の茅場で遊び、学ぶ－ 

報告 草野 洋 

草原で遊ぼうの説明を聞く生徒 

前日の作業 茅穂の採集と加工 

森林・草原散

策  「 は は そ

の泉」で水源

かん養の働き

を実感「昨夜

頂上に降った

雨は皆さんが

21 歳になった

こ ろ こ こ に 湧

いてくる」 
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ル）」「茅箒づくり」「茅飛ばし」「草原のハガキづくり」「き

ままに草原探索（特にメニュー化していないが）」を用意

して生徒たちに自由に選ばせました。 

 「見えない森」は目隠しをしてあらかじめ張ったロープ

を伝わってゴールを目指すものでスリル満点。視覚に障

碍のある方々の感覚も経験できまです。「茅ほうきづく

り」は、茅の穂を集めてミニチュア箒をつくります。最初

は生徒たちに茅穂を集めさせる予定でしたが、前日に

当日インストラクター達が採穂しました(写真・前頁)。 

 「草原のハガキづくり」は草原にある葉っぱや草花をハ

ガキに張り、両親や友達にお便りして、みなかみのこと

を話題にしてもらう狙いがあります。 

 生徒たちは、クラスが 2つのグループに分かれ、同じメ

ニューをインストラクターの指導のもと行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュールとプログラムの組み合わせ

は下表の通りです。学校側と当方の打ち合わせが不十

分で上ノ原への到着時間がおくれたため、最初のクラス

は森林・草原散策の時間を短縮しましたが、そのほかは

天候に恵まれ、インストラクター達の機転もあっておお

むね順調に進みました。 

 中にはやんちゃなクラスや私語に夢中なグループあっ

てインストラクターから叱られることもありましたが、「未来

からの留学生」である子供たちの貴重な体験のお手伝

いをすることができました。インストラクターの皆様、先生

方お疲れ様でした。プログラムや運営方法の不備や改

善すべき点は、今年の反省を踏まえながら進化させて

いきたいと思います。 
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 収穫の秋、みなかみ町藤原地区の上ノ原では、10 月

下旬にボランティアが刈った茅ボッチと村の茅刈衆（二

人）が刈ったボッチおおよそ 680 基が立って（中には倒

れ て ） 茅 出 し を

待っていた。 

刈った茅を世

に出し、屋根萱

として商品にす

るための茅出し

は重労働ではあ

るが茅に「第二

の茅生」を与え

るため大切な作業である。 

今年の茅出しは、11月 17、18日、好天の中で 9人が

参加して行われた。雪の中で行うこともあるこの作業で

あるが、今年は雪もなく茅ボッチの乾燥も十分である。 

 その数、村の茅刈衆に約 1 か月かけて前日まで黙々

とやっていただいたのが514ボッチ、茅刈合宿で 74ボッ

チ、イベントでボランティアが刈ったのが 88 であるので

686 ボッチ（3,430

束）があるはずで

ある。 

これを、ビニー

ルひもで縛り、穂

先を持って、一回

に 2 ボッチ、乾燥

が良くて軽いもの

は 4 ボッチを道路

まで引き出す。 

ボランティアが刈ったボッチは、三分の一ほどが倒れ

ている。倒れたボッチは湿っているので一つで倍ぐらい

の重さがあり、品質も悪くなる。来年は倒れないよう、ボ

ッチの縛り方を徹底しなければならない。 

上り下りを何往復もするので相当な重労働であるが、

ボッチのある場所を考え、上って運ぶか、下って運ぶか

判断する。もちろん下りが楽であるが、この作業をしない

と茅は世に出ない。今回の参加者は、すでに何度も経

験しているので要領が良い。参加者が少なかったので、

2 日間で終わるか

心配したが、全員

奮闘の甲斐あって、

1日目で約8割を搬

出して、町田工業

のダンプトラック 1

台に積み込み、送

り出した。 

明日までの作業の見

通しがついたところで一

日目の作業を修了。上

ノ原から下りる途中、遊

山館の前に立ち寄り、

十日夜の餅つきと「藁で

っぽう」づくりをいっしょ

にやった。(写真・右) 

この夜は、陰暦 10 月

10 日の十日夜（とうかん

や）。稲刈りを終わって

山へと帰っていく田の

神さまを送りだす民俗

行事で、群馬，埼玉，

山梨，長野県にかけて

行われている。子供たちが家々をまわり、藁の棒をもっ

て土をたたいて（モグラをたたく）次の年の豊穣を祈ると、

子供たちにはお菓子がふるまわれる。北山さんたちが

40 年ぶりに復活させた伝統行事であり、日本版ハロー

ウインともいえるが、渋谷でバカ騒ぎする幼稚な大人に

見せたい行事である。 

十日夜の子供たちは夜の時半ごろ、宿の「樹林」にや

ってきた。玄関前で藁でっぽうを振り下ろしながら「とうか

んや とうかんや あさそばきりにゃ ひるだんご よう

（ゆう）めしくっちゃ ぶったたっけ」とはやし言葉を唱え

る(写真・右)。終わる

と、青水のメンバーが

持参したお菓子が子

供たちにふるまわれ

た。 

山の口終いの前日

に茅出しの収穫作業

にふさわしい伝統行

事が体験出来た。夜空を見上げると、十日の月が雲間

に見え隠れしていた。 

2日目は、昨日の残

りの茅出し。はかどっ

ているので 2 時間程

度で終わると踏んでい

たが、1時間 30分ほど

で終了して、北山さん

のキノコの種コマ打ち

も 手 伝 ふ (写 真 ・ 右

上)。曳きだした残りの

茅ボッチは、町田社長

が、腰痛をおして運転

してきていただいたダ

ンプに積み込んだ。 

 
 

■２０１８定例活動⑧ 
「茅出し・十日夜(とおかんや)・山の口終い 

―自然の恵みに感謝―」 報告   草野 洋 

穂先をつかんで曳き出す 
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看板を外して、

全ての作業を終

えてから、厳かな

気持ちで「山の口

終い」の神事を行

った。1 年間の作

業が安全に終わ

り、立派な茅が収

穫できたことを十二様に感謝した(写真・左上)。 

この後、ご厚意に甘えて深津フミ子さんの畑で、大根、

キャベツ、サトイモ、ヤーコンなどをたくさんいただいた。

また、参加者には、林 幸雄さんから新米「ゆめぴりか」

をいただいた。 

 今年も野焼から始まっ

た茅場の作業は茅出し

で終了、上ノ原はこの後、

雪に埋もれる、今年の茅

刈は古民家合宿でどうに

か古民家 1 棟分の茅束

を確保できたが上ノ原の

キャパシティからすると、

その量は三分の一程度

である。保全と活用のバランスを考えながら、来年度以

降の活動を考えていきたい。 

 

茅出しのメンバー 

 

 

上ノ原の茅場とミズナラ林 

 

 

１１月１７日（土）は旧暦の 10 月 10 日の十日夜（とお

かんや）でした。藤原で数十年ぶりに十日夜の行事を

復活させて、昨年で 6

年目になります。 

藁でっぽう（つとっこ）

をみんなで作り、お餅を

ついて、腹ごしらえ。そ

して、「とうかんや、とうか

んや、あさそばきりにゃ、

ひるだんご、ようめしくっ

ちゃ、ぶっぱたけ！」と

いうかけ声を練習して、

いざ各家を回ります。 

初めはバラバラだっ

たかけ声も、宝台樹周

辺の家を十軒ほど回るう

ちに、息もぴったりあっ

て、大きな音が出るようになりました。 

ちょうど今年は、森林塾の活動ともかさなり、たくさん

のギャラリーにも

見ていただくこと

ができました。ま

た、お礼に、たく

さんのお菓子も

いただきました。

毎年続けていき

たい行事です。 

十 日 夜 （ と お

かんや）とは、旧

暦１０月１０日は、

稲刈りが終わっ

た後、田の神様

が山に帰る日と

されています。 

一般的には、

稲 の 収 穫 を 感

謝し翌年の豊穣を

祈る行事で、主に関

東地方で行われてい

ました。わらで作った

わら鉄砲という筒状

の棒で、地面を叩き

ながら、畑にいるモグ

ラやネズミを追い払う

という意味も持ってい

ます。各家々をまわり、

お菓子などをもらう日

本式ハロウィンで、子

供たちが中心となる

収穫感謝祭です。 

藤原現地事務所報告 

「６年目を迎えた十日夜」   北山 郁人          

もう一つの収穫作業 
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◆森林塾青水が‘おぎゃあ‘の頃、茅原は背丈以上の

高さのススキに負けず、タニウツギなどの樹木も縦横無

尽。直径２０ｃｍくらいはある白樺などがニョキニョキ。ス

スキ草原再生の名のもとに、赤く可憐なタニウツギを皆

伐しようとすると、女性陣から‘止めてｴ’の悲鳴があがる。

シンボルツリーとしての数本を残して、白樺も伐る。滴る

汗をぬぐいつつ刈って伐って、腰を伸ばして視線を上

げれば、そこには谷川岳、朝日連峰、上州武尊が青空

にクッキリ。上州武尊の噴石を掘り起こして十郎太沢の

水の出口に石垣を積む。やがて地元の白い目も和らぎ

だして、十郎太沢に木橋をかける頃にはブルまで出し

ての応援ぶりに感激ひとしお。                                                      

◆茅刈の経験もあって、今から１０年前の我が団地（１２

００世帯、３４００人が住む）の草ボウボウの空き地に挑戦

してみようか、との気になった。 

草刈りは金を払って業者がやるものとは、当時の団地

内の雰囲気。管理組合、自治会とも無関心だったので、

草丈は伸びるに任せて１ｍを優に越える。さる長老の声

かけもあって、これじゃあんまりだね！と、共感する有志

が集まり臭かろうではない、草刈ろうと。自分は、上ノ原

で鍛えた草刈りの腕前が発揮できるかもを胸の内に、

‘草ひきクラブ‘を結成。 

初めは１０数人が集まるも、太陽に背中を焦がされて、

みるみる落伍。人は入れ替わり立ち替わりして、常時草

ひきに精出すは５～６人。それでも１０年を経た今は、管

理組合が除草機を買ってくれたり、自治会がお茶代くら

いは持ってくれたりするので、気分的に楽になったもの

の、立ち上げ時からしばらくの間は、鎌もゴミ袋も手袋も

お茶代もぜ～んぶ自腹。あまつさえ、嫌がらせか草刈り

をしているそばで、犬の立小便をさせたり、「管理費を払

ってんだから、草刈は業者にやらせればいいじゃない

か」などの陰口を叩かれる。そんなこんなのストレスで、

転居したメンバーもいたけれど、獅子奮迅の活躍をする

人もいて、除草費２００万円を支払わずに済んだ年もあ

った。 

◆そのようなご縁もあって、管理組合との関係ができて

から１０数年、記憶に残る人がいる。 

それは２０１１年の東日本大震災の折の理事長。所用

で新宿にいた彼は、７～８時間をかけて徒歩で帰宅、震

災翌日から陣頭指揮を開始。幸い通じていた屋上スピ

ーカーを通して、７棟１２００世帯へのボランティア募集

呼びかけと班編成を行って、全棟の要救護者の全戸点

検指示、管理会社との復旧機材の支援要請、途絶した

インフラ対策の公共機関との折衝指示など、水際立っ

た指揮ぶりが記憶に残る。 

今ひとり、時期は隔たるがやはり理事長職。団地では

珍しかろう‘理念’を掲げて就任、期待されたが、月を追

って人気離散。口をきく人がほとんどいなくなってしまっ

たようだ。聞けば、彼は業界でも有名な仕事師のようで、

業務の実績がついついプライドをいやまさせ、職階・職

位のない管理組合の中で上から目線でふるまったこと

に、メンバーが嫌気をさしたらしい。人柄も悪くなく、緻

密なしごとぶりなのに、気の毒な人だった。私が主宰す

る市内のグループの講師に招いて、業界の話をしてもら

ったけれど、救われたような表情に、彼の心情が察せら

れた。 

◆塾長・幹事は水も漏らさぬ計画・手配でたいへんでし

ょうが、薄らぼんやりの私には、嫌がらせも陰口もない、

嘘も駆け引きも、妬みも奢りもない上ノ原は、なんだか性

に合う。人生１００年時代、まだ２０有余年あるので、上ノ

原さま、これからもよろしくお付き合い願います。 

             

多様な経験と考え方と生活をしている人が、同じ地域

に多く住んでいると、どうしても角が立つことが少なから

ず出てくる。もと上場企業の役員さんのものの言い方、

高い値段で買った棟の住人は、やはり上から目線の人

が少なくない。「生きていく、生きて在る」との言葉がある

けれど、生きていくために立派な会社に入り、立派なマ

ンションに住まってはいるものの、生きて在ることの勉強

はこれからというのは少し寂しい。一度、上ノ原に来ても

らいたいものだ、と思っている。 

リレー投稿・第一回 

「団地住まい」 
              川端英雄  
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●へっぴり腰でも鎌を研ぎ茅を刈る！ １０月２０～21 日 

良好なる茅場を維持

するための２大イベント。

それは、４月の野焼きと１

０月の茅刈り。茅刈り作

業の始めは鎌研ぎ。指

導員は地元の萬枝さんと

町田工業の富沢さん。良

く研げば、へっぴり腰で

も作業効率は上がる！ 

ところで、これまでの茅

刈り検定で５～６人の「茅

刈り士補」が誕生してい

たはず。是非、指導員を

お願いしたいもの。萬枝

さんや富沢さんにいつまでも頼ってはいられないのだ。 

 

●茅場にこだます子供たちの歓声      １０月２１日 

北山塾頭が園長を務

める地元保育園の児童

と父兄が来遊。終日、広

場周辺で戯れ、中には

管理道をたどり炭窯広

場まで往復する親子も。 

北山家をはじめ近年、

藤原に移住しきた若者

フアミリーたちの子弟が

目立つ。ご指導を仰い

できた地元の先輩諸兄

の高齢化が急速に進む

中で、将来の活動の担

い手として大いに期待し 

たいもの。ところで、保育

園の園長助手として雇ってもらえないものかな！ 

 

●上ノ原は「文化財を守る草原」 11 月 17 日～18 日  

 茅刈りも大事だが、茅出し

はもっと大事。10 月中に刈り

とられボッチ状態（1 ボッチ

＝5 束）で空干しの後、毎年

11 月中旬には引き出され町

田工業さんのトラックに積み

込まれる（写真→右上）。 

これで初めて、上ノ原の茅が世に出る準備が整うのであ

る。きついけど、お手伝いして一番喜ばれるのもこの引

き出し作業なのだ。  

  上ノ原の茅は、地元の諏訪神社や雲越家住宅をは

じめ，中之条の富沢家住宅や四万温泉の日向見薬師

堂などいずれも国指定重要伝建の茅葺屋根材として使

われてきた。つまり、上ノ原は「文化財を守る草原」なの

だ。かつて、国土面積の 10％余もあった草原は今や

１％に。上ノ原の茅資源の希少性・重要性は増すばか

り。 

 

●筒井先生の訓えと現代版入りあい     １１月２０ 

 筒井迪夫先生の通夜に参列。「森林文化」思想のもと、

今日の公益的機能重視の森林行政を導いた大先達。

当塾の淵源たる現代版「入会慣行」を考える集い（2002

年発足）に理論的バックボーンを与え、入会慣行こそ我

国が世界に誇るべき”Wise & Sustainable use“の模

範と気づかせて下さった。これが講座「コモンズ村ふじ

わら」の開設を促し、やがて流域市民と地元が協働する

今日の利根川流域ネットワークの形成へとつながってき

たのであった。享年 93 歳の大往生。あらためてご冥福

を祈り、御教えの貫徹を誓いたい。 

 

●平原 俊会員の博士号取得を祝う    11 月 28 日 

 「自然資源管理のガバナンスにおける市民知と専門地

の関係性」と題する博士論文。東京農工大で学位取得

の朗報！当塾創設以来、在席した会員は優に 100 人を

超えるが、博士誕生は初めてのこと。 

 上ノ原の茅場をめぐる藤原集落の入会慣行に注目、

当塾が展開してきた現代版「入会慣行」づくりを持続的

自然資源管理の成功事例として紹介して下さっている。

数次にわたり現地を案

内し、地元先輩衆との

面談・ヒアリングに立ち

会った者として嬉しい

限り。地元の皆さま方

にも是非報告してもら

い、共に喜びを分かち

あいたいもの。 

 

わが頬にふれてあたたか枯れ芒   青邨  

前号で、秋の句として鬼貫の「面白さ急には見えぬすす

きかな」を揚げた。こちらは青邨。冬枯れの季節になれ

ば、こんな楽しみ方もあるというのか。 
平成３０年師走（青）          

■野守のつぶき（15） 

～ 世代交代とサスティナブル・ユース ～ 

 

～編集後記～  

『茅風通信』第５６号をお届けします。 

昨年秋の青水の活動は赤谷プロジェクトの視察

から始まりました。里山の雰囲気ただよう上ノ原

とは異なる奥利根の山々の奥深さを感じました。 

10、11 月は茅刈りから茅出しと、茅の収穫が活

動の中心です。トラックに積むまでは人力に頼る

しかありませんが、いい茅を安定的に供給できるよ

う、工夫を重ねつつ進んでいきたいと思います。 

また、本会会員の平原俊さんが、奥利根に通いな

がら考察を深めた学位論文により、博士号を取得

しました（野守のつぶやき参照）。 

今号から新コーナー「リレー投稿」を始めまし

た。皆様からのご寄稿をお待ちしています。(稲) 

 


